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診療スタッフ 

部長 瀬戸雅美 

医長 熊谷知博 

医員 山田拓也、納響 

専攻医 和田啓太郎、福田麻里奈、山田一輝 

診療看護師 林田さやか 

 

診療概要 

外来部門と入院部門、訪問診療、地域への医療講演

など幅広い活動しています。 

 外来部門は総合内科と共に内科初診患者を診察

しています。入院部門では病院総合医を掲げ、全診療

科の内科的管理を担っています。特に外傷整形外科に

入院する骨折患者の多くは内科的疾患を抱えており、

週１回の総合診療科と外傷整形外科などの他職種カ

ンファレンスを通じて、骨折診療にとどまらない総合

診療を実践しています。具体的には、大腿骨頚部骨折

患者にみつかった嚥下障害を背景とする急性肺炎治

療、大腿骨転子部骨折患者の腎機能障害精査と腎動脈

狭窄に対する管理、悪性腫瘍に伴う Trousseau 症候群

による肺塞栓症管理、頭部外傷に起因する外傷性下垂

体機能低下症管理など、多岐に渡ります。 

外来部門では、どんな症状でもまずは見て、患者さ

んが困ったことを解決できるように尽力します。また

継続外来では、不明熱、不明炎症の精査、社会・心因

性要素への介入、検診異常や二次性高血圧精査などの

生活習慣病、ACP の普及なども積極的に進めています。 

 

診療実績 

1. 熊谷知博、山田拓也、和田啓太郎、福田麻里奈、林

亮佑、玉村賢吾、山田潤一、瀬戸雅美、伊吹優里：

2021/8/7-9，日本プライマリ・ケア学会 第 33 回 学

生・研修医のための家庭医療学夏期セミナー，湘南鎌

倉流！「地域をみたい！」の真髄．  

2. 松村伸（まつむらファミリークリニック）、山田拓

也（湘南鎌倉総合病院総合診療科）、上松東宏（豊田

地域医療センター総合診療科部長）、張耀明（新島村

国民健康保険本村診療所所長）：2021/8/7-9，日本プ

ライマリ・ケア学会 第 33 回 学生・研修医のための

家庭医療学夏期セミナー，【4-D】やってみよう！『チ

ャレンジング行動（Challenging behaviour）』から紐

解く認知症患者さんへの個別化ケア. 

 

その他の活動 

1．瀬戸雅美（講師）：診断推論合同カンファレンス主

催 闘魂祭レクチャー．利根中央病院，日本診断グラ

ンプリ出場（2020～2022 年）．  

2．熊谷知博（講師）：総合診療科の活動紹介、地域に

おける在宅診療への展開．鎌倉医師会研修会，WEB

開催，2022/1/31． 

熊谷知博（講師）：未来が変わる！オススメワクチン

厳選集．湘南鎌倉総合病院公開医学講座，2021/4/1． 

4．熊谷知博（講師）：未来が変わる！オススメワクチ

ン厳選集．湘南鎌倉総合病院公開医学講座，WEB 開

催，2021/6/25． 

5．福田麻里奈（講師）：～あなたと大切な家族のため

に～ with コロナ時代だから考える「もしもの時」の

こと．湘南鎌倉総合病院公開医学講座，WEB 開催，

2021/8/20． 

6．山田拓也（講師）：「ワクチン接種」正しい知識で

正しく打とう！．湘南鎌倉総合病院公開医学講座，

WEB 開催，2021/10/21． 

7．熊谷知博（講師）：全ての病は高血圧に通ず！？ ～

やっぱり気になる血圧の話～．湘南鎌倉総合病院公開

医学講座，WEB 開催，2021/11/26． 

8．熊谷知博（講師）：すべての病は高血圧に通ず！？ 

～やっぱり気になる血圧の話～．湘南鎌倉総合病院公

開医学講座，WEB 開催，2021/12/24． 

9．山田拓也（講師）：「ワクチン接種」正しい知識で

正しく打とう！．湘南鎌倉総合病院公開医学講座，

WEB 開催，2022/1/19． 

10．山田拓也（講師）：「ワクチン接種」正しい知識で

正しく打とう！．湘南鎌倉総合病院公開医学講座，

WEB 開催，2022/3/15． 
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展望/抱負 

現代の医療は近代化により、専門医療が進み高度な

医療に発展して参りました。しかし、一方で今日の複

雑な高齢化社会では、人を臓器別や疾患別で分類する

縦割り的な発想では、病気は診れども患者をみずとい

う事が生じ、沢山の病院や診療科に通院しているばか

りか一体どの先生がかかりつけ医で総合的に診ても

らっているのか、経済社会的な問題をどうするのかな

どが問題になっています。これら全てを受け入れる全

人的なマネジメントが出来るいわゆる‘’イチロー型‘’

の総合診療医が求められています。総合診療医(ジェ

ネラリスト)は深く掘り下げる専門医(スペシャリス

ト)と協力連携しお互いが縦糸と横糸のような関係を

目指し、院内では専門医からの相談を受け、スペシャ

リストと協力連携した医療を始めました。そして何よ

り For the patient,患者さんとそのご家族にとって最

善な医療は何なのかをご一緒に考え、真に寄り添える

医療を実践したいと思っております。 


